
学生募集中止及び閉校のお知らせ

本校は、地域における保健・医療・福祉の担い手として活躍できる看護実践者を育成することを目的に

昭和28年(1953年)に准看護婦養成所として開校し、その後平成12年(2000年)に看護専門学校となり

数多くの人材を輩出して参りました。現在までに、准看護師養成で4181名、看護師養成で810名の卒業生を送り出しています。

しかしながら、近年の少子化の進行による若年人口の減少や4年制看護大学への志向が高まるなどの社会的影響を多大に受けて参りました。

これらを慎重に検討した結果、期待された一定の役割を終えたと判断し

令和6年度の入学生を最後の受け入れとし、令和9年３月をもって閉校することといたしました。

今後につきましては、令和６年度入学生を含めた在校生に対し

卒業に至るまで現在の教育環境を維持・継続し、看護師国家試験に向けた教育・指導に全力を尽くす所存です。

これまで長きにわたり、本校の教育活動にご理解ご支援賜りました皆様方には厚く御礼申し上げますとともに

今回の決定につきましては何卒ご理解を賜りますよう、お願い申し上げます。


